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開会 午前10時00分  

開会の宣告 

○ 教育長（堀部好彦君） おはようございます。 

 第９回の教育委員会会議を開催させていただきます。 

 定足数につきましては、出席委員が過半数を満たしておりますので、この会議は成立

するということでよろしくお願いいたします。 

 

教育長報告 

○ 教育長（堀部好彦君） 教育長報告でございます。 

 報告といいますか、私の思いも含めて、いつもそうかもしれませんけど、お伝えをし

たいというふうに思っております。 

 大きく２点です。 

 １点目は、先月７月30日に行われました可児市議会議員選挙につきまして触れたいと

思います。今回の選挙ですが、定員22名に対して新人の方５名を含む26名の方が立候補

をされました。結果、御承知のとおりですが、新人の方が４名、現職の方が18名当選を

されたということで、私が今思っていることは、22名の議員の方々がどんな可児市にし

ていくのか、どんなまちづくりを志しておられるのかということを、選挙のときに出さ

れた公約等を読み解きながら、志について理解をしていきたいなあというふうに思いま

すし、特にその中で学校教育、教育についてどんなお考え、どんな願いを持っておられ

るのかということをきちっと受け止めて、そしてそういった議員の方々と対峙しつつ、

笑顔の学校づくり第２ステージの取組を進めていきたいなというふうに感じております。

これが１点目です。 

 ２点目ですが、昨日は８月15日、78回目の終戦記念日、終戦の日でございました。そ

れから先月、生成ＡＩの利用に関するガイドラインが出されました。読書感想文にＡＩ

使っちゃあかんよということが随分マスコミで取り上げられた、あのガイドラインです。

終戦記念日のことと、このガイドラインについて思うところをお話したいなあというの

が２点目です。 

 まず終戦記念日、毎年思うわけですけれども、日本の平和を今後も守り抜くためにや

るべきことは何かということを、教育に携わる者として、これは考え続けなくちゃいけ

ないなあということを、本当に思っています。平和を守り抜くために私たちが教育に携

わる者が何をこそやらなくちゃいけないのかって、いっぱいやるべきことはあると思う

んですよ。でも、１つ上げるとしたら何でしょうかというと、正解はないと思うんです

けれども、そう問われたら、私たちはそれぞれの立場で、これなんだということを明確

に言えることが大切じゃないかなあと思っています。これは教育委員さんだけではなく

て、教育委員会の事務局の方々に対しても同じように思っています。 

 そこで、私はそう問われたらどう答えるか。教育に携わる者として、日本の平和を守

り抜くために何をやらなくちゃいけないのと言われたら、私はこう答えます。平和に対

して、子供たち一人一人が自分の考えをしっかりと持てるような指導をしていくことじ

ゃないかなあと。もうちょっと言えば、78年前に終戦を迎えたあの大戦に対して、子供

たち一人一人が自分の考えをしっかり持てるように指導していくことではないかなあと。
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少し具体的に言うと、例えば小学校６年生、小学校、義務教育の一つの節目の６年間を

終えた後、または９年目、中学校３年生に対して、小学校６年生に対して、平和につい

ての考えをまとめてもらうと。この間の78年前の大戦についての考えをまとめてごらん

というふうに問いかけたときに、小学校であれば原稿用紙１枚とか、中学校であれば原

稿用紙３枚、４枚、５枚とつづれるような子供をつくっていくことが、私は平和を守っ

ていくことにつながるのではないかなあと思っています。平和についての、さきの大戦

についての自分の考えをきちっと持てるようにする。これが私の回答です。そんなこと

を終戦記念日にはいつも思っています。 

 もう一つ、先月出された生成ＡＩの利用に関するガイドライン、打ち出すとこれだけ

の分量なんですけれども、夏休み前に国は慌ててつくって出したわけなんだけれども、

それを受けて、先ほども申し上げたように、マスコミは読書感想文をやたら大きく取り

上げて、宿題にＡＩを使っちゃあかんよというようなことで、このガイドラインを大き

く取り上げていたと思っています。感想文に特化したガイドラインではないんだけれど

も、象徴的なものということで報道はされていました。 

 これについて、私、同様に教育に携わる者が生成ＡＩについてどう考えて、何をこそ

やるべきなのか。それをこのガイドラインを読んで感じたことなんだけれども、これは

ガイドラインと言いながら膨大な量なんですけれども、ガイドラインの３ページ目と４

ページ目にこんなことが書いてあります。 

 基本的な考え方というところに、こんなふうに書いてあります。「また、忘れてはな

らないことは、真偽の程は別として手軽に回答を得られる」、この真偽の程は別として

というのは面白いですね。「手軽に回答を得られるデジタル時代であるからこそ、根本

に立ち返り、学ぶことの意義についての理解を深める指導が重要となる」。 

 生成ＡＩを子供たちに提示する、子供たちにどうやって利用するのかということをお

話しするときに、大切なことはこれだと思うんです。何で学ぶのということ、学ぶ意義

について子供たちがきちっと自分の考えを持つ。ここでも申し上げます。自分の考えを

持つ。読書感想文って、どんな力を身につけるために書くのという考えをきちっと子供

たちが持っていれば、本当にきちっと自分の考えを持っていれば、ＡＩの活用について

は歯止めがきっとかかるだろうなと。宿題をただ提出すればいいという考えではなくて、

同じようにＡＩを与えて何かを子供たちに考えさせるときに、教師はこの学習でどんな

力をつけたいのか、この学習を学ぶ意味は何なのかということをきちっと教師が捉えて、

子供たちに分かるように伝えておく。そもそも学校で学ぶというのは、どんな力をつけ

るためなの。可児市流で言えば、どんな「笑顔の“もと”」を育むためなのということ

を子供も教師も分かっていることが大切じゃないかな。子供がきちっとそういった自分

の考えを主体的に持っていることが大切じゃないかな。終戦記念日に毎年思うことと同

じようなことを、生成ＡＩについても思っています。 

 さらに皆さん、教育委員さんにお伝えをしたいのは、前回の教育委員会会議、教科書

採択をしていただきました。ありがとうございました。可児市が採択した教科書を思い

起こしてください。教科書で何が教えられて、何を教科書は教えようとしているんだろ

う、どんなふうに教えようとしているんだろうというようなことをいろいろ感じられた

と思います。この採択をされた教科書、全般的に私が思っているのは、子供たちが主体
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的に考えるとか、自分の考えを持つとか、そういうことが大切にされているなあという

ふうに思われませんでしたか。教え込むということではなくて。 

 ということで、今話題になっているような平和のことだとか、生成ＡＩのことだとか

という今の社会の問題を解決していく上で、自分で考える、自分の考えを持つ。とても

大切じゃないかなあというふうに思っています。そういった意味で、今回採択された可

児市の子供たちが使う教科書は、そういった意味で非常に意味のあるものだと思うし、

先生方にはそういった自ら考える、自分の考えを持つという視点でどの教科でも大切に

してやっていただけるとありがたいなということを思っています。 

 報告というか、私の思いをお伝えしたことになりますけれども、私からのお話は以上

でございます。ありがとうございました。 

 

教育委員報告 

○ 教育長（堀部好彦君） それでは、教育委員報告に入りたいと思います。 

○ 教育委員（小栗照代君） おはようございます。 

 教育委員としての行事などは、今回この期間ございませんでした。 

 夏休みも前半が過ぎましたが、緊急のことがあった場合にはいつも御連絡をいただく

んですけれども、そういった連絡をいただいていないということは、子供たちが無事に

楽しく夏休み前半過ごしてくれているんだなということで安心しております。 

 ちょうど今の時期なんですけれども、学校が先生方も日直のない日という時期でござ

いまして、そういったときに先生方どうされているのかなというのもあったんですが、

ちょっと実は自分の担当の学校に電話をしてみました。そうしましたら留守電になって

いまして、その留守電も学校によっていろいろ違うんだなというのを今回初めて知りま

して、「本日の業務は終了しました」だけのところもあれば、「何々学校です。ただい

ま電話の対応をしておりません。緊急の場合は市役所の学校教育課や関係のところに御

連絡ください」というようなことをお伝えになっている留守電の学校もありました。 

 実は１か所、先生が出られたところもありまして、えっ、どうされたんですかという

ことでちょっと話を聞いたんですけど、そうしましたら、ほかのときにお休みをいただ

いたので、今日出てきているんだというようなことをおっしゃってくださった先生もい

らっしゃって、それがいいのかどうなのか、その辺は分からないですけれども、そうい

ったこともございまして、この機会にちょっとお電話をしてみたのもいろんなことが分

かってよかったかなと思いました。学校の名前ぐらいは言っていただくと、かけた方も、

あと連絡先も言ってくださったところもありますけれども、そういったものをすると緊

急で電話くださった方も市役所のほうにお電話していただけるのかなというのは思いま

した。 

 それから、今、水難事故が夏休みに全国でいろいろ多くて、ニュースでも出ているん

ですけれども、そこで毎年この時期に岐阜県が水難事故のＱ＆Ａというのをホームペー

ジに出していまして、それがとてもいいということで話題になるんですね。 

 それをちょっと御紹介しようかなと思って、今日持ってきたんですけれども、岐阜県

は川が多いもんですから、安全に泳げるようにというようなことでＱ＆Ａが何十個も出

ていまして、それがすごく話題になっています。例えば１つ目ですと「岐阜県内の河川
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で安全に泳げる場所はありますか」で、「ありません。河川は自然そのものであり、安

全は一切保証されていません」というようなものが書いてあるんですけれども、例えば

１つ、「お盆休みに、東京の息子夫婦が孫を連れて岐阜に帰省するので、家族みんなで

長良川の河川敷でデーキャンプをする予定です。川で水遊びをする予定はありませんが、

それでもライフジャケットは必要ですか」というふうな具体的なものでいっぱい出てい

るんですけれども、その回答ですと「ライフジャケットが絶対に必要です。川を甘く見

ると重大な事故につながります。楽しかったはずの家族みんなでのデーキャンプが最悪

の結果となります」というような回答があります。 

 その下にももっと具体的なことが書いてあるんですが、「川で水遊びをする予定がな

くても、お孫さんが川に入ってみたいと言い出すかもしれません。そこで、かわいい孫

の言うことだし、少しくらいなら大丈夫だろうと川を甘く見ると重大な事故につながり

ます。川で水遊びをする可能性がある場合は、家族全員分のライフジャケットを購入し

て川での水遊びに備えてください。そして、川に入る際には、足首の深さまで入るだけ

のつもりでも、ライフジャケットを必ず着用してください」というようなことがずうっ

と書いてあるというようなＱ＆Ａになりまして、これはとても具体的に書いていて、ち

ょっと失礼ですが、面白おかしく聞けるんですが、でもすごく大事なことを、絶対にラ

イフジャケットは必要だよとか、川は本当に危ないんだよということが懇々と毎回Ｑ＆

Ａに出てくるので、これが大変ネット上でも絶賛されて出ていましたので、今日ちょっ

と御紹介と思って持ってまいりました。以上です。 

○ 教育長（堀部好彦君） ありがとうございました。 

 日直を置かない日の学校の対応について、具体的に教えていただいてありがとうござ

いました。職員がこの期間に仕事をしているというのは、いろんなスタイルがあるよう

ですね。年間の年休を消化する、休みを取るのに、ほかで休みを取るので、この期間は

出ますよなんていう方もいらっしゃると聞いたこともあります。 

 それから、ライフジャケットの話ありがとうございました。本当に自分の命は自分で

守るという、これも自分で考えるということにつながると思うんですけれど、そういっ

た姿勢を身につけさせる上でも大切な情報かなあということも思います。ありがとうご

ざいました。 

○ 教育委員（長井知子君） おはようございます。 

 教育委員としての報告は特にはないんですが、この時期になると、小栗委員も言われ

たように、やはり水難事故があって、今年はあまり聞かないなあと思ったんですけれど

も、昨年は用水路に子供が落ちて亡くなるというのをいっぱい聞いたなあという覚えが

ありまして、今年６月に学校訪問に行ったときに東明小学校の校長先生が、東明小学校

区は川や用水路が多いから、そういうところも見回りに行きましたということをおっし

ゃっていて、当然と言えば当然なのかもしれないですけれども、そういうことをきちん

とされていて安心しました。どこの学校も、そのようにちゃんと危機管理をされていら

っしゃると思います。 

 あと、冒頭で教育長が言われたように、教育長が、自分の考えを持った子供、自分の

意見が言える子供を育てていきたいとおっしゃいましたが、学校訪問へ行くと、やはり

校長先生たちが言われるのが、主体性がないということを言われます。教育長が言われ
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たように、教科書からも、私たちも教科書を見せていただけましたけれども、教科書の

中にまず問いがあって、どう思いますかというのが書かれてあるので、まず考えさせよ

うとしているんだなあというのは伝わってきました。その中で、教育の中で、教科書の

中で考えさせるということはしていますけれども、教育長がよく言われるように、教員

にもいじめについて原稿用紙に何枚も思いが書けるかとか、さっき言われたように、戦

争について子供たちがそれに対して言えるか、原稿用紙に書けるかというのを言われた

ときに、大人の私たちでも、何かある事柄に対して深く物事を考えていかないと、それ

に対しての思いや自分の感情やら、解決策がやっぱり書けないので、そういったことは

学校だけではなくて、家庭でも教えるというか、子供たちに問いかけるというか、考え

させるということはできるので、自分を含め、家庭でそういうことができるといいなあ

と思うと同時に、そういうことができることで、これから先、子供たちが長い人生を生

きていく中で、どうしても苦しいことが出てくると思います。けれども、自分の思いや

考えを持っていると、考えや視野が広がる。じゃあ、この状況をよくするには、僕は私

はこうすればいいんだなというのが考えられると思うので、やはり自ら考える、自分の

意見を言えるようにするというのは、学生のときだけでなく、これからを生きていく上

ですごく大事なことだろうなというのを思いました。以上です。 

○ 教育長（堀部好彦君） ありがとうございました。 

 教科書で学ばれたことから自ら考えるということについて触れられながら、長井委員

の教育観を感じるお話でした。ありがとうございました。 

 それと東明小学校の吉田校長先生ですが、今年度から赴任されておるわけですけれど

も、私が学校訪問で校長さんと話をしたときに、開口一番言われたのは先ほど紹介して

くださったことです。校区にはそういった川も含めて水辺で気をつけなあかんところが

たくさんあるということを自ら歩いて確かめられたという、大変ありがたいなあという

ふうに思いました。そういった危機感を持ってくださっていること、自分の目で確かめ

てくださっていること、本当にありがたいなあというふうに私も思っています。ありが

とうございました。 

○ 教育委員（伊藤小百合君） おはようございます。よろしくお願いいたします。 

 教育委員としての仕事のほうは特にありませんでした。 

 先日ちょっと新聞に載っていたことで気になったことがあったので、話をしたいと思

います。自分の感想になると思うんですけれども、「本当に子供のためになる生徒指導

をするには」というタイトルで載っていまして、生徒指導というと、ちょっと問題があ

ったりとかする子に対して、こういうふうにしないほうがいいよとか、そういう感じで、

自分が学生生活をしてきたときの経験からいうと、そういうふうなのかなというのを感

じていました。もちろんその面もあるんですけれども、生活指導という言葉が書いてあ

って、生活指導を念頭に置いて、教育における指導の目的は子供を自立させること。先

ほど教育長からも、皆さんお話の中で子供が主体的に考えるとか、そういう話が出てき

たんですけど、そういうことを改めて考えさせられた記事が載っていまして、やはり先

生方がなかなか人数不足、教員不足ということで、先生たちの業務も多忙だとは思いま

す。しかし、やっぱり生活指導を大事にしていくということが大切だということで、学

校が子供の生活の場であって、教師だったりとか、学校に見える先生方が生活者として
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子供一人一人を導いていって、問題行動を繰り返すような、やっぱり背景にある不安を

取り除く、不安とか葛藤を酌み取ろうとすることがすごく大切だというのが書いてあり

ました。 

 今まで希死念慮だったりとか、問題行動とかの話がずうっと教育委員会の会議で出て

きていまして、そういう問題があって、それをどういうふうに対処しているかという話

を聞いていますけれども、それを可児市の教育委員会がそういうふうに問題だけに直面

しているんじゃなくて、その周り、こども課だったりとか、いろんなところが一緒にな

って、みんなで解決していこうというところをやって対処してみえるので、きちんと可

児市は取り組んでいるんだなというのを改めて実感させられたというか、考えさせられ

ました。以上です。 

○ 教育長（堀部好彦君） ありがとうございます。 

 生徒指導、まさに今、伊藤委員が言われた生徒指導についての考え方というのはとて

も大切で、問題行動の矯正というようなイメージがどうしてもあるんだけれども、マイ

ナスのね。そうじゃなくて、積極的な生徒指導なんていう言葉もあるんだけれど、自立

を願った生徒指導というものを考えていきたいというのは、本当に可児市でも大切にし

ているところです。 

 生徒指導提要という国から出された、最近久々に改訂されたものがあるんですけれど

も、その中にも、今自立というふうに言われましたけれども、その辺りに触れられ、そ

ういったことがとても大切にされた冊子になっています。また私たちもより勉強してい

くといいかなあということも思いますが、ありがとうございました。 

○ 教育委員（梶田知靖君） おはようございます。 

 私も前回会議から教育委員としての特に職務はございませんでした。 

 私の仕事の関係で、学校さんのほうにこの夏休みにお邪魔をさせていただいています。

今年度実施していただいていると思うんですが、各学校ともＬＥＤ化が大分進んでおり

まして、ありがとうございます。工事業者の方も、職員室なんかきれいに養生して、ほ

こり等が落ちないような施工方法で気を遣ってやっていらっしゃいました。 

 あとは、学校さんによってはキッズクラブで子供さんが校舎を利用しているところも

あるので、子供さんとも会ったりすることもあるんですけど、暑い中お疲れさまですと

言ってくださる子もいるので、本当に……。 

○ 教育長（堀部好彦君） あっ、子供が。 

○ 教育委員（梶田知靖君） 子供が言ってくれますね。 

○ 教育長（堀部好彦君） 梶田委員に。 

○ 教育委員（梶田知靖君） はい。元気をもらって、ありがたいなあと思います。 

 あとは西可児中学校さんで、吹奏楽の部活動で１階から４階の音楽室へ大きな楽器を

子供さん４人ぐらいで運んでみえたので、大変な苦労をされているなと思いながら、で

もみんな声を掛け合いながら楽しくやっていたので、そういった風景も見られてよかっ

たなと思います。 

 あと、今渡北小学校さんだったと思いますが、音楽室とか準備室も少し使って、多分

教室が足らない関係で、特別支援か何かに使っている教室があったんですけど、結構エ

アコンがついているところもあったんですけど、１部屋どこかついていないところがあ



－７－ 

ったので、まだまだ夏休み明けても、９月もまだ多分暑い日が続く、一応扇風機なんか

はあったんですけど、こんな暑いところで授業するのも大変なのかなと、ちょっと僕も

ぱっと見ただけなので、エアコンはついていないなというのは分かったんですけど、そ

ういったところも少しお願いできればなと思います。私の報告は以上になります。 

○ 教育長（堀部好彦君） ありがとうございました。夏休み中の子供たちの姿を紹介

していただきまして。 

挨拶運動とかを大切にしている学校多いんですけれども、そうやって声をかけてくれ

る子供がいるというのは本当にうれしい話です。それはとてもいいお話をありがとうご

ざいました。 

 教育委員さんとしてのお仕事というのは、特にこの時期なかったということなんです

けれども、それぞれのお立場で教育について考えていただき、具体的な子供の姿も教え

ていただきまして誠にありがとうございました。 

 

議事 

○ 教育長（堀部好彦君） それでは、議事に入ります。 

○ 事務局長（飯田晋司君） 議案書を御覧ください。 

 表紙の裏のページ、目次のとおり、議案は４件です。 

 議案第23号 教育に関する予算の意見について（令和５年度可児市一般会計補正予算

（第５号））、議案第24号 令和４年度可児市教育委員会事務の点検・評価について、

議案第25号 可児市学校運営協議会の設置及び委員の委嘱について、議案第26号 要保

護及び準要保護児童生徒の認定について、以上よろしくお願いいたします。 

○ 教育長（堀部好彦君） 本日の議事の議案第23号 教育に関する予算の意見につい

て（令和５年度可児市一般会計補正予算（第５号））、議案第26号 要保護及び準要

保護児童生徒の認定について、及び児童生徒校内事故、問題行動、交通事故等の記録

については、意思形成に関わる案件、個人情報やプライバシーに関する情報のため、

教育委員会会議規則第14条の規定により非公開とすることとしたいと思いますが、御

異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

 異議がないようですので、この３件については非公開といたします。 

 それでは、議案第24号 令和４年度可児市教育委員会事務の点検・評価についてを議

題といたします。 

○ 教育総務課長（水野 修君） それでは、議案書の３ページをお願いいたします。 

 議案第24号 令和４年度可児市教育委員会事務の点検・評価について。 

 令和４年度可児市教育委員会事務の点検・評価を別紙のとおり決定する。令和５年８

月16日提出、可児市教育長 堀部好彦。 

 それでは、別紙１の資料のほうを見ていただきたいと思いますが、こちらのほうは令

和４年度可児市教育委員会事務の点検・評価の報告書になります。こちらの内容の説明

につきましては、先日７月28日に開催いたしました教育政策会議において、中身のほう

の説明をさせていただいておりますので、今回ここでは省略をさせていただきます。 

 なお、本報告書につきましては、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第26条第
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１項に基づきまして、教育事務の管理及び執行の状況について点検及び評価を行い、作

成したものでございまして、御承認いただきました後は議会に提出いたしまして、その

後、公表としてまいります。 

 説明は以上でございます。 

○ 教育長（堀部好彦君） ただいまの事務局の説明につきまして御質問、御意見等あ

りますでしょうか。 

 よろしいですか。 

〔「なし」の声あり〕 

 特にないようですので、この件について承認することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

 異議がないようですので、この件については承認をいたします。 

 続いて、議案第25号 可児市学校運営協議会の設置及び委員の委嘱についてを議題と

いたします。 

○ 学校教育課長（佐野政紀君） 議案書の４ページを御覧ください。 

 議案第25号 可児市学校運営協議会の設置及び委員の委嘱について。 

 可児市学校運営協議会規則（令和４年可児市教育委員会規則第３号）第３条に基づき、

下記のとおり学校運営協議会を設置し、学校運営協議会委員を委嘱する。令和５年８月

16日提出、可児市教育長 堀部好彦。 

 記１．設置学校、兼山小学校。 

 ２．委員名簿、次ページのとおり。 

 ３．委嘱期間、令和５年10月１日から令和６年３月31日。 

 ４．委嘱人数、９人。 

 ５ページには委員名簿について記載があります。このメンバーで学校運営協議会が行

われます。以上でございます。 

○ 教育長（堀部好彦君） ただいまの事務局の説明について御質問、御意見等ありま

すでしょうか。 

 よろしいですか。 

〔「なし」の声あり〕 

 特にないようですので、この件について承認することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

 異議がないようですので、この件については承認をいたします。 

 

報告事項 

○ 教育長（堀部好彦君） 続いて、報告事項です。 

 本日は、瀬田幼稚園の認定こども園移行の継続検討についてです。 

 説明を求めます。 

○ 保育課保育園・幼稚園係長（村田陽子君） よろしくお願いします。 

 ４月のこの席で、来年度から瀬田幼稚園を認定こども園に移行したい旨の報告をさせ

ていただきましたが、その後、幾つかの課の課長から構成される庁議幹事会というとこ

ろに、この件について付議をし、検討を行った結果、資料の真ん中辺りに記載のあるよ
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うに、国の方針がまだ今後どうなっていくのか分からないことや、児童が減少していく

中で、幼稚園だけではなく、保育園も含めた公立園全体で総合的に検討していくことが

必要ではないかというような意見をいただきまして、今回のこども園化は見送りという

ことになりましたので、御報告をさせていただきます。 

 なお、こども園化というのは、保護者の状況が変わっても同じ園に通い続けられるな

ど、市民にとってはメリットがあるものと考えておりますので、担当課としては引き続

き検討を行っていきたいと考えています。以上です。 

○ 教育長（堀部好彦君） ありがとうございました。 

 ただいまの保育課保育園・幼稚園係長の説明について御質問・御意見等ありますでし

ょうか。 

〔挙手する者なし〕 

 じゃあ私から１点ですが、継続検討ということになったわけですけれども、この検討

の結論といいますか、方向が一応の結論というのを出すめどというか、いつ頃までにな

んていうような見通しというのはあるのでしょうか。 

○ 保育課保育園・幼稚園係長（村田陽子君） いつ頃までにというのは、ちょっとま

だ分からないんですけれども、子ども・子育て支援事業計画というのが今令和６年度

までの計画になっているんですけれども、令和７年度から新しい計画がまた始まりま

すので、できればその辺りで方向性をつけたいなというふうには考えています。 

○ 教育長（堀部好彦君） いい節目ではあるということですね、そうするとね。 

 あともう一点ですが、現園児の保護者の方々だとか、広く可児市民の方々にこういっ

た動きについては何か既に説明はされていたんでしたか。 

○ 保育課保育園・幼稚園係長（村田陽子君） 庁議のほうで決まったら保護者さんに

報告しようと思っていたので、まだ保護者さんには何も伝えていなかったので。 

○ 教育長（堀部好彦君） じゃあ、こういった動きについては今後周知するという。 

○ 保育課保育園・幼稚園係長（村田陽子君） そうですね。 

○ 教育長（堀部好彦君） ありがとうございます。 

 教育委員の皆さんはほかによろしいですか。 

 よろしかったですか。 

〔挙手する者なし〕 

 分かりました。 

 では、質問等ないようですので、御説明ありがとうございました。 

 報告事項は以上でございます。 

 

各課所管事項 

○ 教育長（堀部好彦君） 続いて、各課所管事項です。 

○ 事務局長（飯田晋司君） 私からは議会関係で２点ほどお話をさせていただきます。 

 先ほど教育長からも若干お話ありましたけれども、７月30日に市議会議員選挙が行わ

れまして、その行われてからの最初の議会が８月15日、昨日ですけれども、第３回臨時

会として開催されました。その中で、議長、副議長、各委員会構成メンバーが交代した

ということでございまして、お手元に名簿をお配りしております。こちらのほうを御覧
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ください。可児市議会正・副議長、議会運営委員会、常任委員会委員名簿、こちらのほ

うです。 

 議長は、これまで板津さんでしたけれども、澤野さんに交代をされたと。それから、

副議長が天羽さんから髙木さんに交代。また、表の右側の一番下のほう、教育福祉委員

会、構成メンバー７名ですけれども、委員長・副委員長、川合さん、渡辺さんは替わっ

ておりません。またその下、４人目の冨田さんまでは今までと同じなんですけれども、

下の３名、松尾さん、それから初当選の田口さん、初当選の酒向さん、この３名が新メ

ンバーという構成となっております。例年１回、先方からの申出で教育福祉委員会と教

育委員会との懇談も行っております。今年度もそのような機会があるかと思います。選

挙の公約に教育とか子育てのことを掲げておられた議員もお見えだということでござい

ますので、御承知おきいただきたいと思います。 

 それからもう一点、第４回の議会定例会、８月・９月議会が８月25日から９月29日ま

での会期36日で予定をされております。本日の議案第23号、この後、議決をいただきま

すけれども、その第23号を市議会の議案として上程する予定をしております。また、一

般質問の日程は９月６日、７日を予定しております。 

 私からは以上でございます。 

○ 教育長（堀部好彦君） ありがとうございました。 

○ 教育総務課長（水野 修君） 私のほうからは、先日御報告いたしました、先ほど

梶田委員からもお話ありましたＬＥＤ工事等の各工事、夏休み中に行う工事につきま

しては現在順調に進んでおりますので、お知らせだけしておきます。 

 それから、また同じく先回御報告させていただきました蘇南中学校と広見小学校の落

雷についての影響でございますが、先週までに全て復旧いたしましたので、こちらも併

せて御報告をさせていただきます。 

 私のほうからは以上です。 

○ 教育長（堀部好彦君） ありがとうございました。 

○ 学校教育課長（佐野政紀君） ７月28日以降の学校に関わる動きをお伝えします。 

 ７月21日より、小・中学校は夏季休業に入っております。おかげさまで大きな事件や

事故には遭っておりません。大変ありがたいです。夏季休業日後の学校の始まりは、８

月29日火曜日からです。 

 中体連の結果報告をさせていただきます。東海大会や全国大会に出場が決まった生徒

の報告です。東海大会に、蘇南中学校から５名が水泳、中部中学校から１名が陸上競技、

１名が水泳、８名が男子卓球団体戦、西可児中学校から６名が陸上競技に出場しました。

また、全国大会の陸上競技大会に、西可児中学校から２名の生徒が８月22日から愛媛県

松山市で行われる大会に参加をします。今年度は教育長への報告会を計画しております。

個人としての記録の更新であったり、支えてくれた仲間や親や指導者に感謝の気持ちを

語ったりしてくれるのではないかというふうに思っております。 

 コロナの情報です。以前のように学校からの報告はありませんが、報道等によります

と全国や岐阜県の感染が増加しているという状況です。来週21日月曜日に、全ての保護

者に向けて「夏休み後半を迎えるに当たって」というタイトルで、感染防止も含めた気

をつけていただきたいことの徹底についてのお願いのすぐーるを出す予定です。学校の
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再開に向けての呼びかけをいたします。学校に対しては、校長会などを通して心配され

る児童や生徒への家庭への電話連絡などを行い、スムーズに学校が始まることができる

よう配慮をお願いしているところです。 

 ８月29日から学校が始まりますが、開始後に全ての生徒指導主事と連絡を今年も取り

ながら、気になる児童・生徒の夏休み中の様子を確認するとともに、今後も元気に登校

できる一手を打ってもらえるように働きかけを行う予定です。 

 また、校長会などにおいて、夏休み前のＳＯＳの出し方教育に関わる実践について報

告をさせていただきます。このＳＯＳの出し方教育に関わる指導については、１回の指

導で終わることなく、昨年度市役所と一緒になって作成したビデオ等がありますので、

活用して継続した指導を行っていただけるように働きかけを重ねてしていきます。 

 希死念慮等につきましては、その詳細はこの後、担当より説明させていただきます。

以上です。 

○ 教育長（堀部好彦君） ありがとうございました。 

○ 教育研究所主任指導主事（三宅愛彦君） お願いします。 

 では、別冊の教育研究所よりの冊子を御覧ください。 

 夏休みに入りましたが、研究所は逆に書き入れどきで、各主事が夏季研修講座を企

画・開催しておりますので、その御報告からさせていただきます。 

 １枚はねていただいて、３ページを御覧ください。 

 まずは、８月１日に行いました可児市の初任者研修についてです。 

 まずもって今年度の初任者22名ですが、全員が元気な顔で集まることができたという

ことが何よりうれしく感じました。午前中は、久々利地区センターと可児郷土歴史館で

普通救命講習と可児市のじまんとほこり講座の２つを行いました。 

 普通救命講習ですが、先生方にお聞きすると、今年度からプール指導が再開されたと

いうことで、多くの学校が既に各学校で行っておりましたけれども、子供の命を守るこ

とは何度やってもやり過ぎはないですので、初任研でも開催をさせていただきました。

初任者の先生方ですが、講師である可茂消防署の職員に質問をする姿もあって、とても

意欲的に講習を受けてみえました。 

 また、可児市のじまんとほこり講座では、郷土歴史館の職員である吉田啓二元校長先

生により、可児市の歴史や文化とともに、吉田先生の教師経験を生かした自立する職員

を目指してというような形で御講話もいただき、とても勉強になりました。 

 午後は、会場を中恵土地区センターに移して、可児市のスクールロイヤーである神内

先生をお招きして、保護者とのよりよい関係づくり講座と題しまして、保護者対応につ

いて学びました。中には、いじめや不登校といった今日的な課題に対する対応の仕方等

のお話もあって、とてもこちらも参考になりました。 

 それぞれの研修に対する感想とともに、４月から７月までを振り返ってという感想を

下段の四角に記載しましたので、またお時間のあるときに御覧ください。 

 次、４ページお願いいたします。 

 現在までに行ってきた夏季研修講座です。上の表を見ていただくと、悉皆の参加者だ

けではなくて、自ら希望して受講された先生もいらっしゃって、これもとてもうれしか

ったです。 
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 特に④⑤の講座は、いつも話します緑のリーフレットにもあります今年度の重点、ａ

ｌａとの連携において行った講座ですが、２つの講座とも参加者全員が「今後の学級経

営に生かしたいと思うことがあった」ということをアンケートで答えてくださっておっ

て、とても有意義な講座になったことが分かります。この詳細は、ａｌａの職員の方が

まとめてくださった資料、５ページ以降にありますので、こちらもまたお時間のあると

きに御一読いただければと思います。 

 最後です。４ページの下段になります。 

 毎回報告をしております今年度新設していただいた、つながりサポーターの活動状況

です。 

 今回は夏休みまでの活動を表、数値で示しました。この数値を見ていただくと、今ま

で説明してきたこととかぶるんですが、とても積極的に動いてくださることが分かりま

すし、この数値では見えてこないところなんですが、実は夏休みに入ってからも、つな

がりサポーターの先生方は、お盆前まで、毎日のように暑い日が続くんですけれども、

家庭訪問をしていただいておりましたし、メタバースでもつながりを持ったりしていた

だいていました。また、メタバースでは、メタバースの部屋を少しでも子供たちに興味

を持ってもらうような仕掛けをアップグレードするということもやってもらっていまし

たし、またこれはつながりサポーターではないんですけれども、スマイリングルームの

会計年度の職員なんですけれども、スマイリングの小学生の子が夏休みの宿題でクワガ

タの標本を作りたいという子がいたので、日にちを決めて来てもらって、お湯を沸かし

て、柔らかくなるようにこうやってやるんだよなんて、僕もそれを見ておって、こうい

うふうに作るんだと僕も勉強になったんですけど、そんな感じで、本当にせっかく今つ

ながっている子供たちを離さないじゃないですけど、夏休み以降にもつながるような動

きを取っていただいていることに本当に頭が下がる思いでおります。 

 長くなりましたが、以上です。 

○ 教育長（堀部好彦君） ありがとうございました。 

○ 学校給食センター所長（水野伸治君） 私のほうからは、本日はございません。以

上です。 

○ 教育長（堀部好彦君） ありがとうございます。 

 ただいま各課からの報告ということにつきまして、御質問、御意見ございますでしょ

うか。 

○ 教育委員（長井知子君） 教育研究所からのとても詳しい話ありがとうございまし

た。 

 ４ページの中で、つながりサポーターさんが家庭訪問されて、本人に会えた回数が書

いてありますけれども、多分この数字って、すごい数字だと思うんです。見た目的には、

数字からいったら、分母の割に少ないのかもしれないですけど、でもすごくきっと努力

されて、どこか隙間ないかなといろいろ考えながらやってくださったんだろうなと思っ

て、すごく胸が……、ありがとうございます。 

 最後のところのスマイリングルームへ通っている子供たちの数がありますけれども、

スマイリングルームって、子供たちは登録といったら変ですけど、しているんですか。

全体的に何名いての、この12人から15人が通っているのかなと思いまして。 
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○ 教育研究所主任指導主事（三宅愛彦君） ありがとうございます。 

 スマイリングルームですが、定員が決まっておるわけではないです。とにかく保護者

と本人の思い、スマイリングルームに通いたいという思いがまず出てきまして、それを

所属する学校長が受けまして、書類を１つ作ります。それを受け取りまして、市教委の

中で回して受理させていただいて、来ていただくというような手はずは取っております。 

 どんどん増えているのが分かると思うんです。スマイリングルームも実は１教室しか

ないんですけれども、16個机が並んでいる。これを見ていただくと、６月、７月は平均

でこの人数になっている。平均ですから、20名を超える日もあります。昨年でいうと、

秋以降、ぐぐっと増えたこともありました。そして秋以降は、中学生は受験に向けて動

き出す中３の子がいるので、ちょっと部屋を分けなければいけない。小学校の低学年と

一緒にはちょっと難しいということで、別の研究所の部屋を使ったり、そこでも無理な

ときは総合会館の２階とか４階の会議室が空いておったら、そこを取ってやるぐらいで、

手狭にはなってきておるんですが、そんな状況です。ありがとうございます。 

 あと、最初に言われたつながりサポーターも、本当に何回も足を運んでみえまして、

昼行って、夕方行ってというような、同じ家に。夕方やっと会えたということもありま

すし、いろんな面白い話あるんですが、もう周りの人と仲よくなっていて、畑におるお

ばちゃんとかおじちゃんが、先生、このうちこういうふうだよって、また夕方来たほう

がいいよなんて、周りのおばちゃんと顔見知りになって帰ってきましたなんて、本当に

意欲的にというか、前向きに捉えてやってくださっておるので、ありがたいなと思って

おります。以上です。 

○ 教育委員（長井知子君） いろんな細やかな受験生に対してのだとか、ありがとう

ございます。 

 あと、ちょっと別件なんですけど、茶色い建物、総合会館でしたか。あそこのスマイ

リングルームの前に通路があって、あそこにトマトがなっていて、あそこの前を前に車

で通ったときに、子供たちとどなたか大人の方が水やりやっていて、あれはスマイリン

グルームの子ですか。 

○ 教育研究所主任指導主事（三宅愛彦君） そうなんです。スマイリングルームの子

たちで、昔、駅裏に分室があったときには畑が近かったので、そういう作業、農業体

験ってとても子供たち大事なので、やっていたんですけれども、今はちょっと畑が周

りにないもんですから、特に先ほどクワガタの標本を作ったといったあの職員が本当

に前向きにそういうこともやってくださって、プランターを買ってきて、子供と一緒

にプチトマトを育てたりだとか、ナスを育てたりだとか、中まで入っていただくと、

見たことあるかもしれませんが、スマイリング水族館というのができていまして、中

にはウナギがおったりだとか、メダカ、ウナギ、ザリガニ、ザリガニは最近死んでし

まったんですけどという感じで。本当に子供が来るきっかけにもなっていますね。別

の小学生がウナギに餌をやらないかんといって、夏休みに来て、その先生と一緒に川

で小エビというんですか、何かを捕ってきてウナギの餌で入れておいてやったりとか、

そんな感じでやっています。 

○ 教育委員（長井知子君） いえいえ。きっとスマイリングルームに来られることだ

けでもすごいことだと思うので、そういったスマイリングルームにも来られて、外の
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世界にも出られて、大人と関われてという子供たちを見たときに、ああ、うまくいく

といいなあと思って見ていました。以上です。 

○ 教育長（堀部好彦君） ありがとうございます。 

 そのほかよろしいですか。 

〔挙手する者なし〕 

 じゃあ、私から１点。 

 「可児のじまんとほこり」についてです。先ほど教育研究所からの報告の中で、教員

研修にこの冊子を活用して、可児市のよさをまず先生方に知っていただくと。その活用

を促すというような意図でやっていただきました。ありがとうございました。 

 先般策定した教育大綱にも、ふるさと教育は重要な位置づけとなっております。この

教育大綱を受けて、今年度中に教育振興基本計画も新たなものを策定するということに

なるわけですが、このふるさと教育は重要な位置づけとなることは間違いないですし、

その中で「可児のじまんとほこり」の活用をさらに工夫、改善していくということも位

置づけていただきたいなと、位置づけていくことになるだろうなというふうに思ってい

ます。 

 これは、どんな取組でも宿命だと思いますが、どんな取組でもすぐ形骸化します。

「可児のじまんとほこり」という冊子を作った当初には、こういった思いで作ったので

ということで、形骸化するということはないかと思うんですけれども、やっぱり人間は

弱いので、そういった思いがなかなか、作成したときの思いというのを引き継ぎながら

取組を進めていくというのは難しいなというふうに思いますので、こういった教員研修

も工夫、改善のうちの一つだと思います。形骸化を防ぐためのね。そんな考えもありま

すので、次の教育振興基本計画に位置づける「可児のじまんとほこり」の活用について

は、さらなる工夫、いろんなところを考えていただけるとありがたいなあと思いますし、

もう既に考えておられるということも聞いております。本当にありがとうございます。 

 

委員からの提案協議事項 

○ 教育長（堀部好彦君） では、その他御質問ないようですので、次に教育委員から

の提案協議事項についてを議題といたします。 

 何かございますでしょうか。 

 よろしかったですか。 

〔「なし」の声あり〕 

 

その他 

○ 教育長（堀部好彦君） では、次にその他に行きます。 

 次回の日程等です。 

○ 教育総務課長（水野 修君） それでは、先月、次回の会議の日程の御提案をさせ

ていただいておりますが、９月15日金曜日の午後１時からということでよろしくお願

いをしたいと思います。場所はこの１段下のところ、４階の第３会議室でございます

ので、よろしくお願いいたします。 

 その次の10月の日程でございますが、皆様方に事前にちょっとお話を伺っておりまし
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て、調整をさせていただいた結果、10月13日金曜日の午後１時ということでよろしくお

願いをしたいと思います。その後には、今回は当初予算のお話をさせていただかないか

んものですから、教育政策会議を引き続いて行わせていただきたいと考えておりますの

で、よろしくお願いをいたします。また梶田委員さんについてはお聞きしておりますの

で、承知させていただきました。 

 以上、よろしくお願いをいたします。 

○ 教育長（堀部好彦君） では、９月15日と10月13日の会議につきましてよろしくお

願いをいたします。 

 それでは、引き続き会議を進めてまいりたいと思いますので、よろしくお願いをいた

します。 

 

（以下非公開） 

 

（以上非公開） 

 

閉会の宣告 

○ 教育長（堀部好彦君） それでは、以上で全て終わりということで、これにて教育

委員会会議を閉会したいと思います。ありがとうございました。 

閉会 午前11時22分  

 

 


